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洪水によって潮遊池の水が淡塩混合水になり、
その水が溢れ、農道を越えて農地に湛水。
一度農地に塩水が湛水すれば、乾燥が進むに
つれ、その塩水の濃度は高まり、農作物に塩害
をもたらすことになる。
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潮遊池の淡塩混合水が水路を遡上

水路の水が淡塩混合水に置き換わり、
暗渠排水を通じて農地に浸入

ケース３－２の場合でも、
・開門により潮遊池に浸入した塩水が、降雨後、
水路を遡上。（密度流により遡上）

・水路を遡上した塩水は、暗渠排水管からほ場へ
浸入し、塩害が発生。

・釜ノ鼻地区のほぼ全域が塩害の恐れ。

旧干拓地

釜ノ鼻地区

実験結果では、洪水時に湛水する塩化物イオン濃度
最大約600mg/Ｌ。国のシミュレーションによる湛水の塩
化物イオン濃度は最大約220mg/Ｌ(畑作の許容塩化物イオ
ン濃度は210mg/Ｌ以上)

＜ケース３－２の場合＞

実験結果では、暗渠や水路への塩化
物イオン濃度は、約1200mg/Ｌ

(釜ノ鼻地区を再現した水理実験結果)

淡塩混合水が暗渠に浸入

調整池堤防潮遊池農地 農道

専門家による模型実験により、塩水の湛水、水路等の遡上による農地の塩害発生を確認

抜本的な塩害防止対策が必要

さらに、アセスでは、塩害が発生しやすいハウス
でのシミュレーションが行われていない。

赤は浸透した塩水


